
八
三

関
西
大
学
博
物
館
所
蔵
・
内
藤
湖
南
の
朝
鮮
陶
磁
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

―
《
青�

磁
日
暈
文
茶
碗
》《
青
磁
象
嵌
菊
文
皿
》《
紛
青
印
花
雨
点

文
皿
》《
白
磁
絵
付
皿
「
新
羅
朴
順
作
」
銘
》
―

裵
　
　
洙
　
　
淨

は
じ
め
に

　

近
代
日
本
の
代
表
的
な
東
洋
史
学
者
と
さ
れ
て
い
る
内
藤
湖
南
（
一
八
六
六
～
一

九
三
四
、
本
名
虎
次
郎
、
以
下
湖
南
と
す
る
）
は
、
秋
田
県
で
生
ま
れ
、
一
八
八
七

年
に
上
京
し
、
仏
教
雑
誌
『
明
教
新
誌
』
の
新
聞
記
者
や
、『
大
阪
朝
日
新
聞
』、『
日

本
人
』
な
ど
の
編
集
者
と
し
て
働
き
、
一
九
〇
七
年
か
ら
は
京
都
帝
国
大
学
文
科
大

学
講
師
に
な
る
。
一
九
二
六
年
ま
で
京
都
帝
国
大
学
で
東
洋
史
学
講
座
を
教
え
な
が

ら
、「
京
都
支
那
学
」
を
創
設
し
、
東
洋
史
（
京
都
学
派
）
の
基
礎
を
作
っ
た
人
物
で

あ
る
。
晩
年
に
は
京
都
の
恭
仁
山
荘
（
現
木
津
川
市
）
で
隠
居
生
活
を
送
っ
た
。
湖

南
は
、「
歴
史
の
発
展
と
い
う
観
点
か
ら
東
洋
史
の
区
分
を
行
っ
た
最
初
の
学
者①
」
と

し
て
評
価
さ
れ
、
中
国
史
の
時
代
区
分
に
最
も
貢
献
し
、
現
在
で
も
〈
日
本
の
支
那

学
〉
分
野
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
学
者
で
あ
る
。

　

一
方
、
湖
南
は
美
術
の
方
面
で
も
、
と
く
に
京
都
帝
国
大
学
時
代
か
ら
現
地
調
査

を
踏
ま
え
て
中
国
絵
画
に
関
し
て
よ
く
著
述
を
し
て
い
る
が
、
彼
の
没
後
に
出
版
さ

れ
た
『
支
那
絵
画
史
』（
一
九
三
八
年
）
が
そ
の
成
果
の
集
大
成
で
あ
る
。
面
白
い
こ

と
に
『
支
那
絵
画
史
』
の
付
録
に
、「
朝
鮮
安
堅
の
夢
遊
桃
源
図
」、「
高
句
麗
古
墳
の

壁
画
に
就
い
て
」
と
い
う
二
つ
の
朝
鮮
に
関
す
る
著
述②
、
そ
し
て
「
日
本
美
術
史
序
」

と
い
う
著
述
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
湖
南
の
「
朝
鮮
安
堅
の
夢
遊
桃
源
図
」

と
い
う
論
文
は
、
朝
鮮
時
代
の
画
家
案
堅
の
「
夢
遊
桃
源
図
」
に
つ
い
て
初
め
て
取

り
上
げ
、
解
説
を
試
み
た
こ
と
で
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

湖
南
は
、
中
国
絵
画
及
び
書
画
、
青
銅
器
な
ど
を
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
散
逸

さ
れ
そ
う
な
優
れ
た
中
国
美
術
品
の
蒐
集
も
し
て
お
り
、
そ
の
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
中
で
は
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
と
な
っ
た
も
の
も
多
数
あ
る③
。
と
く
に
湖
南
が

活
動
し
た
関
西
地
方
に
お
い
て
、
泉
屋
博
古
館
、
大
和
文
華
館
、
大
阪
市
立
美
術
館
、

京
都
国
立
博
物
館
な
ど
に
湖
南
に
よ
る
中
国
美
術
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
多
く
所
蔵

さ
れ
て
い
る④
。

　

湖
南
が
中
国
美
術
品
の
愛
好
者
で
あ
っ
た
た
め
、
中
国
の
収
集
品
に
比
べ
る
と
、

朝
鮮
の
収
集
品
は
数
少
な
い
が
、
関
心
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、

間
島
問
題
と
い
う
歴
史
的
な
調
査
の
た
め
の
朝
鮮
現
地
調
査⑤
や
、
朝
鮮
史
関
係
の
文

献
を
も
著
述
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
湖
南
は
、
古
代
三
国
時
代
の
開
国
史

に
関
心
を
抱
き
、
京
都
帝
国
大
学
教
師
の
時
期
か
ら
朝
鮮
史
を
教
え
な
が
ら
、
朝
鮮

古
代
開
国
史
に
関
す
る
論
説
を
一
九
一
一
年
三
月
六
日
か
ら
九
日
ま
で
、
大
阪
朝
日

新
聞
に
寄
稿
し
て
い
た⑥
。
た
だ
、
湖
南
の
朝
鮮
へ
の
関
心
は
、
当
時
日
本
の
史
学
者

の
朝
鮮
古
代
史
研
究
に
便
乗
し
た
わ
け
で
も
あ
る⑦
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
関
西
大
学
博
物
館
所
蔵
の
湖
南
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
、

朝
鮮
陶
磁
の
四
点
を
紹
介
し
て
み
る
こ
と
で
、
湖
南
の
朝
鮮
陶
磁
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

特
徴
に
関
し
て
理
解
を
深
め
た
い
。



八
四

一
、
関
西
大
学
所
蔵
湖
南
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
の
位
置

　

関
西
大
学
に
は
、
膨
大
な
湖
南
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
と
く
に
関
西
大
学
図
書

館
が
所
蔵
し
て
い
る
「
内
藤
文
庫
」
と
い
う
蔵
書
は
、
お
よ
そ
二
万
七
千
点
に
及
ん

で
い
る
。
収
蔵
の
経
緯
を
詳
し
く
み
る
と
、
関
西
大
学
名
誉
教
授
の
奥
村
郁
三
が
湖

南
の
子
息
の
伯
健
の
高
弟
で
あ
っ
た
た
め⑧
、
一
九
八
三
年
に
約
三
万
点
に
至
る
湖
南
・

伯
健
父
子
二
代
の
収
集
に
か
か
る
内
外
の
書
物
と
書
画⑨
、
書
簡
な
ど
を
譲
り
受
け
て

「
内
藤
文
庫
」
と
し
て
収
蔵
し
た⑩
。
加
え
て
、
一
九
八
六
年
に
は
関
西
大
学
創
立
百
周

年
記
念
と
し
て
湖
南
が
晩
年
過
ご
し
た
別
荘
の
恭
仁
山
荘
も
入
手
し
、
そ
の
中
に
あ

る
書
籍
も
内
藤
文
庫
に
加
え
ら
れ
た⑪
。
さ
ら
に
、
近
年
は
湖
南
の
公
用
旅
券
を
も
入

手
し
た⑫
。

　

他
方
、
湖
南
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
書
物
・
書
画
・
書
簡
以
外
の
美
術
品
に

つ
い
て
は
、
現
在
出
版
さ
れ
て
い
る
『
内
藤
文
庫
目
録
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

た
だ
、
関
西
大
学
博
物
館
に
よ
る
湖
南
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
リ
ス
ト
を
閲
覧
す
る
と⑬
、
関

西
大
学
図
書
館
か
ら
博
物
館
に
移
管
し
た
年
が
一
九
九
八
年
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一

九
九
六
年
四
月
七
日
か
ら
五
月
一
九
日
ま
で
開
か
れ
た
関
西
大
学
博
物
館
企
画
展

「
東
洋
史
学
の
泰
斗 

内
藤
湖
南
展
―
総
合
図
書
館
所
蔵
「
内
藤
文
庫
」
漢
籍
と
遺

愛
品
―
」
の
チ
ラ
シ
内
容
に
「
総
合
図
書
館
の
協
力
を
得
、
そ
の
資
料
を
借
用
し
、

湖
南
の
遺
愛
の
品
及
び
写
真
類
を
展
示
」
と
い
う
記
述
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

う
す
る
と
、
一
九
八
三
年
と
一
九
八
六
年
の
い
ず
れ
か
の
年
に
関
西
大
学
図
書
館
に

湖
南
の
遺
品
と
し
て
美
術
品
も
所
蔵
さ
れ
、
一
九
九
八
年
に
図
書
館
か
ら
博
物
館
に

移
管
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。

　

ま
た
、
博
物
館
所
蔵
の
湖
南
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
リ
ス
ト
に
よ
る
と
、
全
部
で
一
二
六

点
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
中
で
、
文
房
具
類
と
ガ
ラ
ス
乾
板
写
真
類
が
目
立
ち
、

そ
れ
以
外
に
、
陶
磁
、
土
器
、
刀
、
銅
剣
、
仏
具
、
楽
器
、
旅
行
カ
バ
ン
な
ど
の
種

類
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
湖
南
収
集
品
の
詳
細
な
調
査
は
、
進
行
中
で
あ
り
、
朝

鮮
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
湖
南
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

リ
ス
ト
か
ら
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、
乾
板
写
真
類
（
朝
鮮
平
安
南
道
龍
岡
郡

雙
楹
塚
後
室
と
平
安
南
道
大
同
郡
湖
南
里
四
神
塚
玄
室
、
江
西
遇
賢
里
大
墓
玄
室
な

ど
の
壁
に
描
か
れ
て
い
る
四
神
図
、
ま
た
高
麗
時
代
石
棺
彫
刻
四
神
図
）
と
、
朝
鮮

総
督
府
専
門
会
証
明
書
付
き
の
紅
種
人
蔘
の
四
個
な
ど
が
あ
る
。
そ
し
て
、「
小
皿
」

と
分
類
さ
れ
て
い
る
陶
磁
の
中
で
、
五
点
セ
ッ
ト
で
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る

が
、
五
点
の
中
の
一
点
の
備
考
欄
に
「
新
羅
朴
順
作
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
契

機
に
、
実
際
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、《
白
磁
碗
》
一
点
を
除
い
て
朝
鮮
陶
磁
と

見
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
本
稿
で
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。

二
、
湖
南
の
朝
鮮
陶
磁
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

さ
て
、
本
稿
で
紹
介
す
る
湖
南
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
朝
鮮
陶
磁
四
点
は
、
高
麗
時
代

の
や
き
も
の
で
あ
る
青
磁
二
点
と
、
朝
鮮
時
代
の
や
き
も
の
で
あ
る
紛
青
磁
一
点
、

白
磁
一
点
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
は
、
時
系
列
で
高
麗
時
代
（
九
一

八
～
一
三
九
二
）
の
青
磁
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
青
磁
は
二
種
類
で
、
高
麗
初
期
の
純
青
磁
（
無
文
青
磁
）
類
の
《
青
磁
日

暈
文
茶
碗
》【
図
1
】
と
、
高
麗
中
期
の
象
嵌
青
磁
類
の
《
青
磁
象
嵌
菊
文
皿
》【
図

2
】
が
あ
る
。
一
つ
ず
つ
み
て
み
る
と
、《
青
磁
日
暈
文
茶
碗
》【
図
1
】
は
、
口
径
：

一
〇
×
一
〇
・
三
、
高
：
四
・
二
×
四
・
三
、
高
台
径
：
三
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル



八
五

で
、
典
型
的
な
日
暈
文
茶
碗
の
一
つ
で
あ
る
。〈
翡
色
青
磁
〉⑭

と
言
わ
れ
る
綺
麗
な
薄

い
青
色
の
高
麗
青
磁
の
制
作
時
期
が
全
盛
期
の
一
二
世
紀
で
あ
り
、
本
作
品
は
、
高

麗
時
代
が
始
ま
る
頃
の
九
～
一
〇
世
紀
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
釉
調
が

ま
だ
青
色
に
な
る
前
段
階
の
緑
黄
色
で
あ
る
点
、
ま
た
も
っ
と
も
初
期
の
高
台
に
よ

く
み
ら
れ
る
〈
日
暈
文
〉⑮

高
台
で
あ
る
点
を
指
摘
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
朝
鮮
の
全

羅
南
道
康
津
郡
大
口
面
龍
雲
里
の
〈
日
暈
文
〉【
図
1

－

4
】
と
京
畿
道
龍
仁
二
東
面

西
里
の
編
年
資
料
【
図
1

－

5
】
と
本
作
品
の
高
台
【
図
1

－

2
、
3
】
を
比
べ
て

み
る
と
、
同
様
で
あ
る
と
考
え
る
。
加
え
て
、
中
国
の
〈
日
暈
文
〉【
1

－

6
】
は
、

接
地
面
の
サ
イ
ズ
が
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
内
外
で
あ
る
反
面
、
朝
鮮
の
〈
日
暈

文
〉
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
内
外
で
あ
る
の
で
、
高
麗
初
期
の
日
暈
文
茶
碗
に
間

違
い
な
い
。
要
す
る
に
、
高
麗
初
期
の
〈
日
暈
文
茶
碗
〉
を
代
表
す
る
作
例
と
い
え

る
。

　

ま
た
、《
青
磁
象
嵌
菊
文
皿
》【
図
2
】
は
、
口
径
：
一
〇
・
四
×
一
〇
、
高
：
二
・

五
～
三
、
高
台
径
：
六
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
時
代
的
に
は
一
三
世
紀
の
も
の

と
み
ら
れ
る
。
一
三
世
紀
に
入
る
と
、
中
国
の
影
響
か
ら
離
れ
て
、
朝
鮮
独
自
の
象

嵌
技
法
を
施
し
た
青
磁
が
際
立
つ
。
本
作
品
の
《
青
磁
象
嵌
菊
文
皿
》
は
、【
図
1
】

の
《
青
磁
日
暈
文
茶
碗
》
と
は
異
な
っ
て
、
釉
調
が
薄
青
色
の
湖
の
よ
う
に
綺
麗
な

翡
色
を
浮
か
べ
、
内
縁
部
の
境
界
線
の
と
こ
ろ
は
、
釉
薬
の
流
れ
が
留
ま
っ
て
濃
い

青
色
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
一
層
内
縁
部
が
湖
面
の
よ
う
に
深
み
を
感
じ
る
。
ま
た
、

器
面
外
側
に
は
白
象
嵌
し
た
二
本
の
条
線
を
上
下
に
巡
ら
せ
、
そ
の
中
央
部
の
三
ヵ

所
に
菊
を
象
嵌
し
て
い
る
。【
図
2

－

1
】
さ
ら
に
、
器
面
外
側
に
施
し
た
菊
文
は
、

菊
の
花
を
白
象
嵌
で
、
葉
っ
ぱ
を
黒
象
嵌
で
施
す
こ
と
で
、
白
と
黒
の
調
和
を
実
現

し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
黒
白
象
嵌
の
菊
文
は
、
典
型
的
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
。

【
図
2

－
2
】
一
方
、
器
面
内
側
に
は
、
内
底
面
の
真
ん
中
に
白
象
嵌
の
二
重
円
圏
を

巡
ら
し
て
、
そ
の
中
に
一
点
の
菊
文
を
白
象
嵌
し
、
そ
の
菊
文
と
同
類
の
も
の
を
口

縁
部
内
側
の
四
ヵ
所
に
白
象
嵌
し
て
い
る
。
加
え
て
、
内
底
面
の
白
象
嵌
の
二
重
円

圏
に
沿
っ
て
如
意
頭
文
を
同
じ
く
白
象
嵌
し
て
い
る
。【
図
2

－

3
】
そ
こ
で
、
注
目

し
た
い
の
は
文
様
で
あ
る
が
、《
青
磁
象
嵌
菊
文
皿
》【
図
2
】
で
使
わ
れ
た
〈
菊
文
〉

と
〈
如
意
頭
文
〉
は
、
高
麗
人
の
心
性
と
信
心
を
表
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、〈
菊

文
〉
は
一
三
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
ま
で
愛
好
さ
れ
た
文
様
で
、
一
三
世
紀
か
ら
流
行

し
た
道
教
思
想
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
然
に
帰
依
し
た
い
ソ
ン
ビ
（
韓

国
の
文
人
）
の
心
性
が
周
辺
に
よ
く
咲
い
て
い
る
野
の
菊
に
同
化
さ
れ
た
わ
け
で
あ

る⑯
。
ま
た
、〈
如
意
頭
文
〉
は
、
篆
字
の
心
を
表
す
ワ
ラ
ビ
形
を
文
様
化
し
た
も
の

で
、
僧
侶
の
説
法
す
る
際
の
道
具
で
も
あ
る
。
要
す
る
に
、〈
菊
文
〉
と
〈
如
意
頭

文
〉
に
は
、
仏
教
と
道
教
が
流
行
し
た
当
時
の
時
代
的
状
況
と
高
麗
人
の
情
緒
が
潜

め
ら
れ
て
い
る
。
一
三
世
紀
の
象
嵌
青
磁
が
全
羅
南
道
康
津
郡
と
、
全
羅
北
道
扶
安

郡
し
か
な
い
と
い
う
研
究
報
告
に
よ
っ
て⑰

、
お
そ
ら
く
制
作
地
は
、
そ
の
二
つ
の
地

域
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
く
菊
文
を
用
い
て
象
嵌
技
法
を
施
し

た
も
の
と
し
て
、
荔
枝
文
を
加
え
た
《
靑
磁
象
嵌
荔
枝
菊
花
文
大
鉢
》【
図
2

－

5
】

と
、
一
四
世
紀
の
《
青
磁
象
嵌
菊
花
文
八
角
皿
》【
図
2

－

6
】
の
よ
う
な
も
の
も
あ

る
。
最
後
に
高
台
は
、
広
く
作
っ
て
安
定
感
を
出
し
て
い
る
点
が
あ
る
の
に
比
べ
、

そ
の
内
側
に
は
三
点
の
珪
石
目
跡
【
図
2

－

4
】
を
残
し
て
い
る
が
、
珪
石
目
跡
の

一
点
が
大
き
く
残
さ
れ
、
全
体
的
な
お
皿
の
形
が
よ
り
歪
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

加
え
て
、
口
縁
部
に
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
小
あ
る
。

　

た
だ
し
、
少
々
の
欠
点
は
あ
っ
て
も
《
青
磁
象
嵌
菊
文
皿
》
は
、
釉
薬
の
発
色
と
、

文
様
と
技
法
な
ど
が
洗
練
さ
れ
、
柔
ら
か
く
品
の
あ
る
青
色
の
象
嵌
青
磁
で
あ
る
。
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次
に
、
朝
鮮
時
代
（
一
三
九
二
～
一
九
一
〇
）
の
白
磁
が
登
場
す
る
前
の
《
紛
青

印
花
雨
点
文
皿
》【
図
3
】（
口
径
：
一
三
・
五
、
高
：
三
・
七
、
高
台
径
：
五
・
七

～
五
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
と
、《
白
磁
絵
付
皿
「
新
羅
朴
順
作
」
銘
》【
図
4
】

（
口
径
：
一
三
・
七
、
高
：
三
・
六
、
高
台
：
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
に
つ
い
て
、
順

次
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
、《
紛
青
印
花
雨
点
文
皿
》【
図
3
】
を
紹
介
し
た
い
。
粉
青
磁
と
は
、
朝
鮮

時
代
初
期
に
生
ま
れ
、
高
麗
青
磁
か
ら
朝
鮮
白
磁
へ
の
移
行
期
、
す
な
わ
ち
一
四
世

紀
末
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
て
作
ら
れ
た
陶
磁
器
で
あ
る
。
最
初
の
粉
青
磁
に
お
い

て
は
、
高
麗
時
代
の
象
嵌
の
技
法
が
伝
承
さ
れ
（
象
嵌
青
磁
、
印
花
青
磁
）、
そ
の
技

法
で
白
磁
の
象
嵌
を
す
る
（
象
嵌
粉
青
、
印
花
粉
青
）
も
の
が
目
立
つ
が
、
白
磁
の

要
求
が
高
ま
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
白
土
釉
に
陶
磁
の
胴
体
の
全
体
を
つ
け
る
（
粉

粧
粉
青
）
も
の
が
多
く
な
る
。
後
に
、
そ
れ
が
白
磁
生
産
の
増
加
で
、
姿
を
失
う
よ

う
に
な
る
反
面
、
白
磁
天
下
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
て
、《
紛
青
印
花

雨
点
文
皿
》【
図
3
】
を
み
る
と
、
初
期
の
青
磁
に
よ
く
み
ら
れ
る
〈
印
花
文
〉
が
施

さ
れ
た
点
と
釉
薬
の
発
色
が
ま
だ
灰
色
に
近
い
録
青
色
に
な
っ
て
い
る
点
か
ら
、
一

五
世
紀
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
器
面
内
側
に
は
、
内
底
部
真
ん
中
の
印
と
六
重
円

圏
文
を
中
心
に
菊
花
文
、
三
重
圏
文
、
雨
点
文
、
三
重
圏
文
を
順
次
に
巡
ら
し
な
が

ら
押
印
さ
れ
て
い
る
。【
図
3
、
3

－

1
】
ま
た
、
器
面
外
側
に
は
、
雨
点
文
が
口
縁

部
へ
行
く
に
つ
れ
て
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
巡
ら
し
な
が
ら
押
印
さ
れ
、
ま
た
口
縁

部
の
近
く
に
三
重
圏
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。【
図
3

－

2
】
そ
し
て
、
口
縁
部
が
少
々

外
反
さ
れ
、
内
底
部
に
は
耐
火
土
目
を
あ
て
て
焼
成
し
た
跡
が
五
点
残
っ
て
い
る
。

【
図
3

－
3
】
口
縁
部
と
高
台
に
釉
薬
が
掛
か
っ
て
い
な
い
部
分
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら

胎
土
が
現
わ
れ
て
い
る
。
注
目
し
た
い
部
分
は
、
内
底
部
真
ん
中
の
印
で
あ
る
【
図

3

－

3
】。
お
そ
ら
く
四
角
の
中
で
「
官
司
銘
」
が
入
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
部
分
が
欠
け
て
い
る
か
、
き
ち
ん
と
押
さ
れ
て
な
か
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、

そ
の
「
官
司
銘
」
が
確
認
で
き
な
い
。
紛
青
磁
に
は
「
官
司
銘
」
が
入
っ
て
い
る
皿

と
鉢
が
よ
く
み
ら
れ
る
が
、
現
在
編
年
資
料
と
し
て
価
値
を
有
し
て
い
る⑱
。「
官
司

銘
」
は
「
敬
承
部
」、「
仁
寧
部
」、「
徳
寧
部
」、「
内
贍
寺
」
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、

施
す
方
法
と
し
て
、
白
象
嵌
、
黒
象
嵌
、
印
花
技
法
を
使
っ
て
い
る
。
本
作
品
《
紛

青
印
花
雨
点
文
皿
》【
図
3
】
を
見
る
と
、《
紛
青
印
花
徳
寧
部
銘
集
団
連
圏
文
》【
図

3

－

4
】（
一
四
五
五
～
一
四
五
七
）
の
白
象
嵌
と
異
な
っ
て
、《
紛
青
印
花
内
贍
銘

大
鉢
》【
図
3

－

5
】（
一
五
～
一
六
世
紀
）
や
《
紛
青
沙
器
印
花
文
「
内
贍
」
銘
鉢
》

【
図
3

－

6
】
の
よ
う
に
印
鑑
に
よ
っ
て
押
印
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測

で
き
よ
う
。
従
来
の
研
究
報
告
に
よ
る
と
、
押
印
さ
れ
て
い
る
「
官
司
銘
」
は
、「
内

贍
」
の
み
で
あ
り
、
ま
た
「
内
贍
寺
」
が
主
に
女
真
と
矮
人
の
接
待
の
業
務
を
す
る

官
庁
で
あ
る
こ
と
か
ら⑲
、
断
言
す
る
の
は
難
し
い
が
、
お
そ
ら
く
本
作
品
の
内
底
部

真
ん
中
に
「
内
贍
」
銘
が
押
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
《
白
磁
絵
付
皿
「
新
羅
朴
順
作
」
銘
》【
図
4
】
で
あ
る
が
、
器
形
は
《
紛

青
印
花
雨
点
文
皿
》【
図
3
】
と
類
似
し
て
い
て
、
口
縁
部
が
柔
ら
か
に
外
反
さ
れ

て
、
高
台
は
小
ぶ
り
で
あ
る
。
白
磁
の
釉
薬
の
発
色
は
、
灰
白
色
で
、
雑
物
が
少
々

入
っ
て
い
る
。
器
面
内
側
部
は
、
は
っ
き
り
二
段
に
な
っ
て
お
り
、
内
底
部
の
と
こ

ろ
に
絵
付
さ
れ
て
い
る
。
絵
付
を
詳
し
く
み
る
と
、
壺
を
頭
の
上
に
載
せ
て
い
る
韓

服
を
着
た
朝
鮮
婦
人
と
子
供
が
真
ん
中
に
位
置
さ
れ
、
後
の
遠
景
に
山
を
、
人
物
を

囲
ん
で
茂
み
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、【
図
4
、
4

－

1
】
左
側
に
大
き
く
は
っ
き
り

茂
み
を
描
き
、
右
側
は
ぼ
や
け
て
小
さ
く
茂
み
を
描
い
て
い
る
。【
図
4

－

2
、
4

－

3
】
そ
し
て
、
前
景
に
は
川
が
流
れ
て
い
る
。【
図
4

－

4
】
す
な
わ
ち
、
遠
景
法
と
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明
暗
法
と
い
う
西
洋
画
法
を
用
い
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
八
世
紀
以
降
の

も
の
と
推
測
で
き
る
。
加
え
て
、
油
絵
具
で
描
か
れ
た
よ
う
な
釉
薬
と
は
思
い
難
い

鮮
や
か
な
色
合
い
で
描
か
れ
、
ま
る
で
完
成
さ
れ
た
白
磁
に
油
絵
具
で
描
か
れ
た
よ

う
に
浮
い
て
い
る
。
そ
の
点
は
、
器
面
外
側
の
絵
付
も
同
様
で
あ
り
、
高
台
を
中
心

に
左
右
反
対
に
同
じ
太
極
文
様
を
口
縁
部
に
近
い
上
段
部
に
描
き
【
図
4

－

5
】、
太

極
文
様
の
真
ん
中
に
「
新
羅
朴
順
作
」【
図
4

－

6
】
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、「
新

羅
朴
順
作
」
銘
は
、
普
通
は
署
名
し
な
い
と
こ
ろ
に
、
ま
た
内
底
部
の
水
彩
画
の
描

き
方
と
違
っ
て
、
鮮
明
な
赤
色
で
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
署
名
を
強
調

し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
絵
付
が
施
さ
れ
て
い
た
の

か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
湖
南
は
間
島
問
題
調
査
な
ど
で
朝
鮮
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
中
で
、
一
九
〇
八
年
八
月
か
ら
一
〇
月
ま
で
は
目
的
が
知
ら
れ
て
い
な
い

が⑳
、
釜
山
で
二
つ
の
葉
書
を
息
子
内
藤
乾
吉
宛
に
送
っ
て
い
る
。
一
つ
は
釜
山
の
市

場
の
風
景
写
真
と
も
う
一
つ
が
釜
山
で
見
た
朝
鮮
婦
人
二
人
の
絵
ハ
ガ
キ
【
図
4

－

7
】
で
あ
る
。
絵
ハ
ガ
キ
の
表
に
は
「
…
見
た
朝
鮮
の
女
で
す
…
」
と
書
い
て
お
り
、

裏
面
に
は
韓
服
を
着
て
、
頭
の
上
に
物
を
載
せ
て
歩
い
て
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
湖
南
は
朝
鮮
へ
渡
っ
た
時
に
、
こ
の
よ
う
な
朝
鮮
婦
人
の
姿
（
と
く
に
、

頭
の
上
に
も
の
を
載
せ
て
運
ぶ
）
が
朝
鮮
独
特
の
姿
で
あ
る
と
捉
え
た
だ
ろ
う
。
そ

の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
断
言
す
る
の
は
難
し
い
が
、《
白
磁
絵
付
皿
「
新
羅
朴
順

作
」
銘
》【
図
4
】
の
絵
付
は
、
湖
南
が
朝
鮮
婦
人
と
子
供
の
姿
を
記
録
し
た
。
朴
順

と
い
う
人
に
頼
ん
で
お
土
産
と
し
て
完
成
品
の
白
磁
に
そ
の
風
景
を
入
れ
た
も
の
と

い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、「
新
羅
」
と
い
う
銘
は
、
絵
付
の
画
題
銘
で
あ

る
か
、
そ
の
風
景
を
見
た
場
所
が
旧
新
羅
の
地
域
で
あ
っ
て
書
き
入
れ
た
か
今
の
と

こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

朝
鮮
に
関
す
る
湖
南
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
前
述
し
た
『
支
那
絵
画
史
』
の
よ
う
に
、

湖
南
の
中
国
史
文
献
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
流
れ
の
中
で
片
隅
に
位
置
し
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
関
西
大
学
所
蔵
の
朝
鮮
美
術
品
に
関
し
て
も
同
様
で
あ

り
、
陶
徳
民
氏
の
編
集
に
よ
る
『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊
二
十
六 

内

藤
湖
南
と
清
人
書
画
―
関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
所
蔵
品
集
―
』
の
中
で
も
、

「
附
載
」
に
湖
南
の
朝
鮮
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
二
つ
載
せ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
湖
南
が
中
国
愛
好
者
で
あ
っ
た
た
め
、
当
然
で
も
あ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
湖
南
は
京
都
帝
国
大
学
の
教
師
時
代
か
ら
朝
鮮
史
に
も
興
味
が

あ
り
、
朝
鮮
史
を
教
え
な
が
ら
も
現
地
調
査
も
行
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
関
西
大
学
博
物
館
所
蔵
の
湖
南
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
、
朝
鮮
美
術
品

を
調
査
す
る
一
貫
と
し
て
、
本
稿
で
朝
鮮
陶
磁
四
点
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
て
み
た
。

朝
鮮
の
や
き
も
の
は
、
高
麗
時
代
の
青
磁
と
朝
鮮
時
代
の
白
磁
、
ま
た
朝
鮮
初
期
の

紛
青
磁
と
い
う
や
き
も
の
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
紹
介
し
た
湖
南
の
朝

鮮
陶
磁
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
名
品
と
は
言
い
難
い
が
、
時
期
別
の
特
徴
を
知
ら
れ
る

価
値
を
有
し
て
お
り
、
時
代
的
変
遷
の
一
端
を
研
究
す
る
た
め
の
収
集
品
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
も
調
査
を
行
い
、
湖
南
の
朝
鮮
美
術
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

全
容
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

注①	

葭
森
健
介
「
内
藤
湖
南
の
芸
術
観
の
形
成
に
つ
い
て
」『
書
論
』
第
四
一
号 

特
集
内
藤
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湖
南
の
詩
稿 

新
出
の
巖
谷
一
六
日
記
、
書
論
研
究
会
、
二
〇
一
五
年
八
月
、
三
三
頁
。

②	「
朝
鮮
安
堅
の
夢
遊
桃
源
図
」
は
、『
東
洋
美
術
』（
第
三
号
、
一
九
二
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年
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月
）
に
掲

載
さ
れ
た
論
文
で
あ
り
、「
高
句
麗
古
墳
の
壁
画
に
就
い
て
」
は
、
一
九
一
九
年
四
月
五

日
に
大
阪
朝
日
新
聞
社
主
催
の
雑
誌
『
國
華
』
を
刊
行
し
て
い
る
國
華
社
に
お
い
て
講

演
し
た
内
容
で
あ
る
。

③	

多
野
嶋
剛
「
内
藤
湖
南
を
め
ぐ
る
中
国
美
術
品
流
入
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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」『
東
京
人
』、

都
市
出
版
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式
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社
、
二
〇
一
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年
、
七
五
頁
。

④	

同
書
、
七
一
頁
。

⑤	

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
大
里
武
八
郎
手
記
・
内
藤
戊
申
編
「
内
藤
湖
南
・
北
韓
吉
林

旅
行
日
記
」『
朝
鮮
学
報
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第
二
十
一
輯
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天
理
大
学
出
版
部
、
一
九
六
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年
）、
内
藤
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南
手
記
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内
藤
戊
申
編
「
游
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第
四
記
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京
城
奉
天
調
査
旅
行
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」『
朝
鮮
学
報
』

（
第
三
十
三
輯
、
天
理
大
学
出
版
部
、
一
九
六
四
年
）
や
、
名
和
悦
子
『
内
藤
湖
南
の
国

境
領
土
論
再
考
―
二
〇
世
紀
初
頭
の
清
韓
国
境
問
題
「
間
島
問
題
」
を
通
じ
て
』（
汲

古
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
を
ご
参
照
願
い
た
い
。

⑥	

内
藤
湖
南
述
・
内
藤
戊
申
編
「
日
韓
の
開
闢
説
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朝
鮮
学
報
』
第
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八
輯
、

天
理
大
学
出
版
部
、
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。
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同
書
、
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。
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市
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訓
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発
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に
寄
せ
て
」
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徳
民
編
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東
西
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資
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内
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関
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大
学
出
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、
二
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九
年
、
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。

⑨	

陶
徳
民
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に
よ
る
と
、
約
二
百
点
が
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れ
て
い
る
。
同
書
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陶
徳
民
「
編
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者
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高
島
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郎
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図
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、
市
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訓
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「
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民
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学
東
西
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書
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。
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氏
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
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図
書
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西
大
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⑭	

最
も
古
い
文
献
で
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五
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。
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台
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、
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〉
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。
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二
『
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陶
磁
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美
し
さ
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、
二
〇
一
一
年
、
一
九
八

頁
。

⑯	

同
書
、
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尹
龍
二
氏
は
、
李
奎
報
の
『
東
國
李
相
國
集
』、
崔
滋
の
『
補
閑

集
』
な
ど
に
高
麗
人
の
心
の
世
界
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
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淑
『
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磁
史
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、
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、
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五
頁
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司
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磁
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』、
二
五
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頁
。
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書
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史
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二
五
三
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。
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書
、
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郎
手
記
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藤
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編
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南
・
北
韓
吉
林
旅
行
日
記
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朝
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報
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二
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一
輯
、
四
〇
六
頁
。
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【図 1 】《青磁日暈文茶碗》

【図 1 - 6 】中国の〈日暈文〉

図　版

【図 1 - 2 】《青磁日暈文茶碗》

【図 1 - 4 】全羅南道康津郡大口面龍雲里の〈日暈文〉 【図 1 - 5 】京畿道龍仁二東面西里
の編年資料

【図 1 - 1 】《青磁日暈文茶碗》

【図 1 - 3 】《青磁日暈文茶碗》



九
〇

【図 2 】《青磁象嵌菊文皿》【図 2 】《青磁象嵌菊文皿》

【図 2 - 3 】《青磁象嵌菊文皿》
器面内側部分

【図 2 - 2 】《青磁象嵌菊文皿》部分　
黒白象嵌の菊文

【図 2 - 1 】《青磁象嵌菊文皿》
器面外側部分

【図 2 - 4 】《青磁象嵌菊文皿》



九
一

【図 2 - 5 】《靑磁象嵌荔枝菊花文大鉢》

【図 2 - 5 】《靑磁象嵌荔枝菊花文大鉢》

【図 2 - 6 】《青磁象嵌菊花文八角皿》

【図 3 - 2 】《紛青印花雨点文皿》【図 3 】《紛青印花雨点文皿》



九
二

【図 3 】《紛青印花雨点文皿》 【図 3 】《紛青印花雨点文皿》器面外測

【図 3 - 1 】《紛青印花雨点文皿》部分 【図 3 - 3 】《紛青印花雨点文皿》部分

【図 3 - 4 】《紛青印花徳
寧部銘集団連圏文》

【図 3 - 5 】《紛青印花内贍銘大鉢》

【図 3 - 6 】《紛青沙器印花文「内贍」銘鉢》と「内贍」印



九
三

【図 4 】《白磁絵付皿「新羅朴順作」銘》

【図 4 - 5 】《白磁絵付皿「新羅朴順作」銘》

【図 4 - 5 】《白磁絵付皿「新羅朴順作」銘》

【図 4 - 5 】《白磁絵付皿「新羅朴順作」銘》 【図 4 - 5 】《白磁絵付皿「新羅朴順作」銘》

【図 4 - 5 】《白磁絵付皿「新羅朴順作」銘》 【図 4 - 5 】《白磁絵付皿「新羅朴順作」銘》

【図 4 - 5 】《白磁絵付皿「新羅朴順作」銘》
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四

【図 4 - 1 】《白磁絵付皿「新羅朴順作」銘》部分 【図 4 - 3 】《白磁絵付皿「新羅朴順作」銘》部分

【図 4 - 2 】《白磁絵付皿「新羅朴順作」銘》部分 【図 4 - 4 】《白磁絵付皿「新羅朴順作」銘》部分

【図 4 - 6 】《白磁絵付皿「新羅朴順作」銘》部分 【図 4 - 5 】《白磁絵付皿「新羅朴順作」銘》部分



九
五

【図 4 - 7 】絵ハガキ　内藤乾吉宛（左：裏、右：表）　一九〇八年八月一八日
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